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第２５回ＪＡＰＡＮドラッグストアショー開催 
  

発行：一社）日本チェーンドラッグストア協会 広報担当 

 

 

 

８月８日（金）～１０日（日）東京ビッグサイトに於いて、一社）日本チェーンドラッグストア協会主催

による第２５回ＪＡＰＡＮドラッグストアショーが開催されました。 

 

 テーマは「地域の皆様に最高の未来をお届けする ～ドラッグストアでセルフメディケーション NEXT25～」

です。 

 

開催中の来場者数は以下の通りです 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

期間中の総数は、昨年より 1,566多い 99,510名の来場となりました。  

  

 なお、ショーの実施概要並びに同時開催されましたセミナーやイベントの開催概要、結果につきましては、

後ページをご覧下さい。 

 

 多くのメディアの方々に取材していただき、感謝します。 

 今後とも、よろしくお願いします。 

 

 

一般社団法人日本チェーンドラッグストア協会 

ドラッグストアショー実行委員長 

 米原 まき 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先         

一般社団法人日本チェーンドラッグストア協会 事務局 

  〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台二丁目 9 番地 KDX 御茶ノ水ビル 2 階 

TEL.03-6273-7351 FAX.03-6273-7353 

会期 天候 来場者数 ※昨年度実績 

8月 8日（金）商談日 晴れ/曇り 26,969名 23,767名 

8月 9日（土）商談日/一般公開日 曇り/晴れ 31,418名 33,199名 

8月 10日（日）商談日/一般公開日 曇/雨 41,123名 40,978名 

  合計 雨 99,510名 97,944名 
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■第２５回ＪＡＰＡＮドラッグストアショー 実施概要 

８月８日（金）～１０日（日）の３日間、東京ビッグサイト東４・５・６・７ホールにおいて第２５回ＪＡＰＡＮドラッグストア

ショーを開催いたしました。99,510名の来場があり、昨年の来場者数を上回り大盛況でありました。 

オープニングセレモニーでは、米原まき実行委員長による「わっしょい」の掛け声で大いに盛り上がりました。 

  オープニングセレモニーに続き、塚本会長と若手経営者の NEXT25パネルディスカッションを実施しました。 

出展ブースを競うブースデザインコンテストは、下のような結果となりました。 

「食と健康」に関しては、「食と健康アワード２０２５」と題してノミネート作品を展示し、初日のレセプションパーティ

ーでグランプリ等を発表いたしました（次ページ参照）。 

テーマブース２０２５では、JACDS委員会活動と体験コーナーを中心に、活動内容が理解しやすいブースづくりを

心掛けて展開しました。 

子供向けに「チャレンジ・パーク」として、「お仕事体験コーナー」、「防災体験コーナー」、「リサイクル・リユースコー

ナー」、「健康ハートの日ブース」などを展開しました。 

特に８月１０日（日）は健康ハートの日のため、ブースで血圧・心電測定を実施する企画とイベントステージの蝶野

正洋さんとのコラボも実現いたしました。どのコーナーも大勢の方に来ていただき、家族連れも多くたいへんな賑わ

いでした。 

 

【ブースデザインコンテスト受賞社】 

受賞名 受賞社名（ブース名） 出展ゾーン 

大賞 シオノギヘルスケア株式会社 ヘルスケア 

準大賞 アース製薬株式会社 ホームケア 

準大賞 株式会社ネイチャーラボ ビューティケア 

優秀賞 花王グループ ビューティケア 

優秀賞 株式会社井田両国堂 ビューティケア 

優秀賞 シャボン玉石けん株式会社 ビューティケア 

優秀賞 資生堂ジャパン株式会社 ビューティケア 

優秀賞 桃谷順天館/明色化粧品/コスメテックジャパン ビューティケア 

実行委員長特別賞 株式会社日本アクセス フローズン 食と健康 

実行委員長特別賞 株式会社龍角散 ヘルスケア 

 

 

【食と健康アワード２０２５】 

JAPANドラッグストアショーに出展される『食と健康に関わるすべての食品』からエントリーを募り、審

査員による選考会を経て、プラチナ賞・ゴールド賞とグランプリ候補・ダイヤモンド賞候補を決定しまし

た。ドラッグストアショーの初日（8月 8日）に最終審査をドラッグストアショー実行委員会で行い、グラ

ンプリ、ダイヤモンド賞を決定し、レセプションパーティーで発表と表彰を行いました。ノミネートされ

た商品は健康に特化された機能を持っており、どれもいい商品でありますが、特にグランプリを受賞され

た商品は光るものがありました。 

〈開催概要〉 

東 7ホール 食と健康ゾーンに受賞作品を展示 

8月 8日(金)18：00からのレセプションパーティーでグランプリ・ダイヤモンド賞を発表、表彰  
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〈第25回JAPANドラッグストアショー  食と健康アワード2025  受賞結果〉 
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■特設セミナールーム 

【防犯・有事委員会主催セミナー】 

「～改正法令 労働施策総合推進法が求めるカスハラ対策～ 

事業者と労働者が法令違反を避けるために行なうべき体制構築」 

石田委員長からのご挨拶ののち、事務局から協会が昨年 12月に会員企業へ配布したガイドラインの概要につい

て説明を実施、その後、森田 久雄 氏（㈱エス・ピー・ネットワーク 総合研究部 総合研究課 専門研究員）より、カス

ハラ対策の法制化・義務化に備えるための対策、取り組みのポイントについて説明をいただきました。参加者は熱心

に講義に聞き入っており、非常に有意義なセミナーでした。 

８月末までは JAPAN ドラッグストアショーホームページにおいてアーカイブ配信を行っています。 

防犯・有事委員長 石田岳彦 

＜開催概要＞ 

日時：8月 8日(金) 13:30～14:30 場所：セミナールームＢ 参加者:約 50名 

 

【業界システム化推進委員会主催セミナー】 

「ＮＥＸＴ２５ 人不足にどう対応するか ～ドラッグストアの流通と物流を考える～」 

 セミナーでは、経済産業省 商務・サービスグループ 流通政策課 課長補佐 西澤 真希 様、公益財団法人流通

経済研究所 サプライチェーン部門 副部門長 上席研究員久保田 倫生 様 のお二人にご講演いただきました。 

西澤様からは国としての取り組みについてご説明いただき、久保田様からは今後どのようにしていったらいいか、

具体例を踏まえてわかりやすくご説明いただきました。近い将来人不足も深刻になることが予想される中で、ドラッグ

ストア業界の企業がどういった取り組みをしていったらいいか、そのヒントになればと考えています。ご参加いただい

た方にお話をお聞きしたら、“業界向けに話をしてくれていたので良かった”、“政府の対応が聞けてよかった”などの

ご感想をいただきました。 

業界システム化推進委員長 寺西豊彦 

＜開催概要＞ 

日時：8月 8日(金)14：00～15：30 場所：セミナールームＡ 参加者:約 80名 

 

【ドラッグストア機構向上委員会主催セミナー】 

「OTC現場における受診勧奨の課題と今後」 

本セミナーでは、角谷委員長のご挨拶の後、当委員会の岸田学術顧問より基調講演をいただいたあと、札幌市

での医療機関と連携した受診勧奨の実証実験にご協力をいただいている中川貴史氏（医療法人北海道家庭医療

学センター常務理事・栄町ファミリークリニック院長）、JACDS学術・調査研究委員を交え、パネルディスカッションを

行いました。委員会参加企業における研修教育の実情と課題、カウンセリング販売ツールへのガイドラインの組み

込み事例紹介、モデル地区での実証実験報告についてパネルディスカッションを行いました。また、テーマブースで

はパネル展示も行いました。 

８月末までは JAPAN ドラッグストアショーホームページにおいてアーカイブ配信を行っています。 

委員会では、引き続きガイドラインの普及啓発、ならびに拡充に努めて参ります。 

ドラッグストア機能向上委員長 角谷真司 

＜開催概要＞ 

日時：8月 9日(土) 11：00～13：00 場所：セミナールーム A 参加者数：約 60名 

 

【SDGs推進委員会主催セミナー】 

「親子で学ぼう AED & 救命講習会」 

公益財団法人日本 AED 財団の本間先生にご登壇いただき、概要としての年間８万人近くが死亡する心停止事

故に対しその死亡率を大幅に下げる事が可能とされる AED と胸骨圧迫の重要性を動画で学び、胸骨圧迫の実技

講習を行いました。小学生から高齢者まで幅広い年齢層の方に参加いただきました。 
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８末までは JAPAN ドラッグストアショーホームページにおいてアーカイブ配信を行っています。 

委員会では、引き続き業界全体での SDGs推進に向けた活動を行って参ります。 

SDGs推進委員長 鶴羽順 

＜開催概要＞ 

日時：8月 9日(土) 13：20～14：20 場所：セミナールーム A 参加者数：約 80名 

 

【日登協・JACDS医薬品登録販売者委員会共催セミナー】 

「改正薬機法で登録販売者の役割はどう変わるか！」 

JAPAN ドラッグストアショー２日目の８月９日（土）、ビッグサイト展示場内の会場にて日登会・JACDS医薬品登録

販売者委員会共催セミナーを開催しました。 

前半は基調講演として、今回の改正薬機法に携わった山下雄大氏（厚生労働省医薬局総務課課長補佐）に、「改

正薬機法で登録販売者に期待すること」をテーマに講演いただきました。その後、山下氏を囲んだパネルディスカッ

ションでは、登録販売者がセルフケア・セルフメディケーションの受皿になるために何が求められ、何が必要かにつ

いて討論しました。 

席はすぐに満席になり、多くの立ち見がでるほどで、登録販売者に対する関心の高さがうかがわれました。 

医薬品登録販売者委員長 関 伸治 

＜開催概要＞ 

日時：8月 9日(土) 14：40～16：20 場所：東５ホール セミナールーム A 参加者数：約 140名 

 

■イベントステージ企画 

【JACDS 社会貢献活動『難病の子どもの医療ケア付キャンプ場そらぷちキッズキャンプ』への支援報告】 

SDGｓ推進委員会では社会貢献活動として、難病の子供が笑顔で遊べる医療ケア付自然体験施設「そらぷちキッ

ズキャンプ」（北海道滝川市）に店舗募金で集まった浄財の寄付を行っています。そらぷちキッズキャプの活動をより

多くの方々に知っていただき、一人でも多くの難病の子供やそのご家族の支援が行えるよう、活動報告および浄財

の寄付について目録の贈呈式を行いました。（寄付金 3900万円） 

委員会では、引き続き「そらぷちキッズキャンプ」への支援活動を行ってまいります。 

SDGs推進委員長 鶴羽 順 

＜開催概要＞ 

日時：8月 8日(金) 13：30～14：15 場所：東６ホール イベントステージ 

 

【環境省「サーキュラーエコノミーってなに？～ごみが資源になるまで～」】 

SDGs推進委員会では、環境省と協力し、まだまだ一般にはなじみの無い言葉である「サーキュラーエコノミー」を

皆様に知ってもらうことを目的として、環境省サステナビリティ広報大使 マシンガンズ滝沢氏をＭＣに迎え、出演者

とともに楽しく分かりやすくサーキュラーエコノミーをトーク形式で紹介しました。 

 出演者 

■座間市市長：佐藤弥斗 様  

■ユニリーバ・ジャパン・カスタマーマーケティング株式会社：繁田知延 様（U-MILE担当） 

■株式会社ごみの学校代表：寺井正幸 様 

SDGs推進委員長 鶴羽 順 

＜開催概要＞ 

日時：8月 9日(土) 13：30～14：15 場所：東６ホール イベントステージ 

 

【プライドをかけた戦い！ 薬科大学対抗クイズ大会】 

勤務薬剤師委員会主催で、薬科大学とドラッグストアの交流を目的とした企画でクイズ大会をドラッグストアショー

の 2日目にイベントステージで実施いたしました。 

解説はセキ薬品 梅田 佐也佳（薬局運営部薬局運営課 係長 地区長）でした。 
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今回は薬科大学 6大学（１大学２名）、ドラッグストア企業が 6社（１社１名）にご参加いただき、薬科大学２名にドラ

ッグストアの薬剤師が１名で１チームとなり、対抗戦を実施しました。ご参加した学生からも楽しかったとお聞きし、い

い交流が出来ました。 

副会長 関口 周吉 

勤務薬剤師委員長 皆川 友範 

＜開催概要＞ 

日時：8月 9日（土）14：30～15：15 場所：東 6ホールイベントステージ 

参加大学（対象学年：大学 3～4年生 各校 2名） 

城西大学、城西国際大学、帝京大学、帝京平成大学、東京薬科大学、日本薬科大学 

参加ドラッグストア（6社、各社 1名） 

ウエルシア薬局、スギ薬局、トモズ、ツルハホールディングス、マツキヨココカラ＆カンパニー、龍生堂本店 

 

■チャレンジ・パーク内 

【こどもやくざいし体験薬局】 

ドラッグストアの調剤を身近に知ってもらうための企画で、今回で８回目の開催です。 

調剤室の中でどのような手順で作業が行われているのか、自動分包機に入れた薬がどのように分包されるのか

を体験していただきました。体験後はお薬（お菓子）と修了証を持って記念撮影。子供用の白衣はそのまま差し上げ

ましたので、会場内で白衣の子供たちを目にされた方も多いと思います。 

企画から実施、機材の提供にご協力いただいた中日販売(株)様、(株)トーショー様、ウエルシア薬局(株)、消耗品

の調達や、薬剤師の派遣にご協力いただいたこどもやくざいし体験薬局実行委員会((株)キリン堂、(株)クリエイトエ

ス・ディー、(株)コクミン、(株)スギ薬局、(株)セキ薬品、(株)千葉薬品、(株)ツルハ、（株）トモズ、マツキヨココカラ＆カ

ンパニー、(株)龍生堂本店)の皆様に心から感謝申し上げます。 

ドラッグストアショー副実行委員長（こどもやくざいし体験薬局実行委員長） 尾池 勇紀 

＜開催概要＞ 

日時：8月 9日（土）、10日（日）10：00～17：00 場所：東 6ホール こどもやくざいし体験薬局 

参加者数：約１，２６０名 

 

【防災ヒーロー入団試験 あそび防災 “防災スリッパ作り体験”】 

防災の日（9月 1日）が近いドラッグストアショー開催なので、本年は自治体や企業と数多くの防災イベントを開催

している㈱IKUSA と連携し、楽しく防災対策を体験できる『防災ヒーロー入団試験 あそび防災 “防災スリッパ作り

体験”』を開催しました。 

がれきに見立てたイボイボロードを歩き、その後に新聞紙のスリッパを履いて改めてイボイボロードを歩くことで、

災害発生直後に身近なものを活用した防災対策の対応方法を体験して頂きましたまた、体験者には缶バッチも配

布し、当初の予定を上回る多くの方々に楽しく体験して頂きました。 

防犯・有事委員長 石田岳彦 

＜開催概要＞ 

日時：8月 9日（土）～8月 10日（日）終日  場所：東 6ホール チャレンジ・パーク内 体験回数：約 750人 

 

【フェムケアゾーン】 

３回目となるフェムケアゾーンは、「自然体で輝く未来へ フェムケアで出会う笑顔をつなげよう」をテーマとして、38

社 58小間のご出展をいただきました。 

フェムケアゾーン主催者コーナーではフェムケアゾーン出展企業様や小売企業様にご協力をいただき、「フェムケ

ア」の重要性について認知拡大を目指し様々なプレゼンテーションを実施いたしました。毎回立ち見が出るほどの盛

況ぶりでした。 

フェムケア・セルフチェック体験コーナーではエクオール測定と管理栄養士によるアドバイスコーナー、女性ホルモ

ンの健康度チェック、骨密度測定、糖化度チェック、生理痛体験(初日のみ)を展開しました。 
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伸びしろの大きい分野のため、次回も継続して特別ゾーン展開をする予定です。 

フェムケアゾーン分科会リーダー 米原まき 

〈開催概要〉 

場所：東 5/6ホールに出展ゾーンを展開 出展：38社 58小間 

 

【テーマブース内 セルフチェック体験と管理栄養士アドバイスコーナー】 

昨年に引き続き、セルフチェック体験と測定結果に対する管理栄養士によるアドバイスを JACDS テーマブース内

で展開しました。本年は３種類のセルフチェック体験、尿糖・尿たん白を検査できる「ウリエース BT」による自己検査

に、慢性腎臓病（CKD）の啓発アンケートも実施しました。 

日常では検査する機会の少ない、「ストレス」「骨健康度」「血管年齢」を楽しく・簡単にセルフチェック体験・測定

し、管理栄養士がその人にあったアドバイスを行いました。特に土日が大盛況で、昨年を上回る延べ 1,900 回を超

えるセルフチェック測定を行いました。 

また、ウリエースの体験者（配布人数）も約 350人となりました。 

ドラッグストア機能向上委員長 角谷 真司 

＜開催概要＞ 

日時：8月 8日（金）～8月 10日（日）終日 場所：東５ホール JACDS テーマブース内 

セルフチェック体験回数：約 2,000 回、ウリエース体験：約 350人 

 

【2025年度 JACDS認定薬剤師研修】 

 ８月８日(金)～８月１０日（日）３日間、東京ビッグサイト東展示棟 6 ホール研修会場において、ＪＡＣＤＳ勤務薬剤師

委員会主催の「認定薬剤師研修」をハイブリッド（オンライン＋会場）で開催いたしました。 

 合計で９セッション、昨年同様、厚生労働省、消費者庁、ドクター、メーカーの専門家、日本薬剤師会、弁護士からさ

まざまな分野の専門家が改正薬機法、薬価と調剤報酬、セルフメディケーション、カスハラ対策、オーラルフレイル、

地域や災害時の役割、女性のヘルスケアなど多彩でタイムリーなプログラムで、熱のこもった講義をしていただきまし

た。 

 ドラッグストアの勤務薬剤師やそれ以外の薬剤師の方にも受講いただきました。今回の研修が、店舗や地域の医

療連携などに活躍していただく一助になればと考えており、これからも薬剤師向けの研修に力を入れていきたいと考

えています。 

副会長 関口 周吉 

勤務薬剤師委員長 皆川 友範 

＜開催概要＞ 

日時：8月 8日(金)～8月 10日(日) 10：00～16：30 

１日 3セッションずつ講演（1回あたり 90分） 

場所：東展示棟 6ホール研修会場 受講人数：のべ約 500人 

 


